剣道5段以下学科試験実施方法の変更について（最新）

今年度から剣道五段以下の学科試験については、下記のとおり実施方法を変更しますので、間違いのないようにお願いします。
（1） 学科試験は従来通り実施しますが、各段ごとに事前に示された学科問題の解答を自宅等で作成し、審査当日の学科試験時に各審査員に提出し採点を受けることとします。
（2） 学科問題は事前に各段位２問（５０点、５０点）を出題します（別添１）。受験者はその問題の解答後にその解答に関しての自分の意見（考えや実践内容等）を記載すること。
	例　「発声の効果について」書き、これについて自分の考えを書きなさい。
　　（１）・・・・・・・・・・・
　　（２）・・・・・・・・・・・	  　　解答
　　（３）・・・・・・・・・・・
　私は日ごろから、自分を鼓舞するために、立ち上がりに精一杯の発声を心がけて
いる。発声することによって・・・・・・・・・となり、そのことによって・・・
　このような効果がある。また。肩の力が抜けて・・・・・・・・・となる。今後も、これを継続して心がけたい。


（3） 解答用紙は、規定の様式（A4判・横書き）のみとし、受審番号は当日記載すること。
（4） 合格点は、２問の合計点が６０点以上とする。各問題の解答だけでは合格点に達しないことから、必ずその回答に対する自分の意見（実践方策・考え等）を記載すること。
（5） 解答用紙を忘れた場合は、学科試験開始までは受け付けます。審査会場での記載は原則できません。
（6） 解答する際は、解答用紙に問題を記載してから解答すること。原則ボールペンまたは鉛筆での手書きとします。
（7） 解答用紙（A4サイズ）は、県連ホームページからもダウンロードできます。


